








凡例図（１） 蔵骨器の計測部位
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凡例図（２） 蔵骨器（蓋）の部分名称
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凡例図（３） 陶製無頸甕形蔵骨器の部分名称と正面示形及び正面孔の分類
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凡例図　　 陶製有頸甕形蔵骨器の部分名称と器外面の区画表示（４）
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凡例図（５） 陶製有頸甕形蔵骨器の正面示形      及び正面孔の分類（浮文）
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第２図　那覇市内の遺跡        分布図
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ハタマチュウ

第３図　遺跡所在地周辺の米軍作成地形図 (1947・1948 年）                        (S = 1/4,800)
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第４図　遺跡所在地周辺の歴史・民俗地図 (昭和初期頃 )                         （S ≒ 1/5,700)
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第 16 図　第１～４号墓 墓室内検出蔵骨器一覧
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第２表　笠形蓋　分類概念

第３表　鉢形蓋　分類概念
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第４表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） 分類概念

第５表　ボージャー厨子〈蓋〉の型式分類と年代
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第６表　ボージャー厨子〈身〉の型式分類と年代

第７表　甕形厨子〈身〉の型式分類と年代
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第８表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） 分類概念
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第９表　笠形蓋観察一覧
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第10表　鉢形蓋観察一覧
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第12表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） 観察一覧
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第13表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） 器高値（計測値ｂ）分布表
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第14表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） ＢＢ編年と計測比率等の対照表
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第15表　ＢＬ・ＢＢ編年対照表
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第16表　笠形蓋（ＢＬ）Ⅵ式 紀年銘資料一覧

第17表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） 正面示形（唐破風形１） 紀年銘資料一覧
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第18表　陶製無頸甕形蔵骨器（身） 正面示形（唐破風形２） 紀年銘資料一覧
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第19表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） 計測一覧
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第20表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） 観察一覧

− 66 −



第21表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） 文様構成一覧
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第22表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） ＫＢ編年と計測比率・正面孔・底部穿孔・銘書記載年等の対照表
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第23表　銘苅古墓群北Ｄ地区第32・33号墓 陶製有頸甕形蔵骨器（身） ＫＢ編年と計測比率・銘書記載年等の対照表
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第24表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） ＫＢ編年と文様構成の対照表
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第25表　銘苅古墓群北Ｄ地区第32・33号墓 陶製有頸甕形蔵骨器（身） ＫＢ編年と文様構成の対照表
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第26表　陶製有頸甕形蔵骨器（身） 器高値（計測値ｂ）分布表
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第27表　陶製家形蔵骨器（蓋） 観察一覧

第28表　陶製家形蔵骨器（身） 観察一覧
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第 17 図　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器
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第 18 図　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器
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第 19 図　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器
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第 20 図　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器

　　　　　　　　 陶製有頸甕形蔵骨器
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第 21 図　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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第 22 図　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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第 23 図　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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第 24 図　　　　 陶製有頸甕形蔵骨器
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第 25 図　　　　　陶製家形蔵骨器（図版 33）
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第 26 図　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器 判 (ハン )（図版 34）

１（第 20 図 6c）

２（第 19 図 2c） ５（第 19 図 6d）

６（第 18 図 2c）

３（第 20 図 2c）

４（第 20 図 4c） 5cm0
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第29表　木杭観察一覧

第30表　本土産磁器観察一覧

第31表　沖縄産施釉陶器観察一覧
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第 27 図　　　　　木製品　　（１）

　　　　　　　　 本土産磁器（２）

　　　　　　　　 沖縄産施釉陶器（３）

（図版 35）
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第32表　出土人骨一覧
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図版１　2-5 号人骨 尺骨・橈骨 粗面             2-5 号人骨 脛骨に見える炎症

        2-5 号人骨 仙骨・寛骨 関節面           3-3 号人骨 脛骨に見える炎症

        4-1 号人骨 上腕骨　滑車上孔            4-1 号人骨 上腕骨　滑車上孔

右内側面（橈骨） 左内側面（橈骨）右内側面（尺骨） 左内側面（尺骨） 右内側面 左内側面

左側面 左内側面 右内側面 左内側面

右前面 右後面 左前面 左後面

− 106 −



図版２　4-4 号人骨 頭蓋骨 上面  　   　        4-4 号人骨 頭蓋骨 底面

        4-4 号人骨 頭蓋骨 正面   　　　        4-4 号人骨 上顎切歯 拡大 (エナメル質減形成 )

        4-4 号人骨 頭蓋骨 右側面               4-4 号人骨 全身

− 107 −



図版３　4-4 号人骨 上腕骨 滑車上孔             4-4 号人骨 上腕骨 滑車上孔

        4-4 号人骨 仙骨 上面

        4-4 号人骨 仙骨 前面                   4-4 号人骨 仙骨 後面

右前面 右後面 左前面 左後面

− 108 −
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− 112 −



− 113 −



第33表　人骨鑑定と銘書記載内容の対照表
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図版４　遺跡一帯の空中写真 (2007      ) 赤が、遺跡位置                 (S=1:5,000)〔上が北〕年撮影



第２・４号墓

図版５　調査地近景

　　　　上：南東から

　　　　下：南から

第２・４号墓

第１・３号墓



図版６　第１号墓

　　　　上：不時発見時の状況 (北から )

　　　　下：不時発見時の状況 (墓室内右棚６～８号蔵骨器 )( 北東から )

６号

７号

８号



図版７　第１・３号墓

　　　　上：調査作業状況 (北東から )

　　　　下：調査作業状況 (南東から )



図版８　第１号墓　墓室内蔵骨器検出状況



図版９　第１号墓　墓室内蔵骨器検出状況

　　　　上：シルヒラシドゥクル蔵骨器片検出状況

　　　　下：奥棚



図版 10　第１号墓　墓室内蔵骨器検出状況

　　　　上：奥棚

　　　　下：右棚



図版 11　第３号墓　墓室内蔵骨器検出状況



図版 12　上：第３号墓　墓室内蔵骨器配置状況

　　　　下：第１・３号墓　完掘状況



図版 13　第１号墓　完掘状況



図版 14　第１号墓　完掘状況

　　　　上：墓室内奥棚

　　　　下：墓室内右棚



図版 15　第１号墓　完掘状況

　　　　上：墓室内左壁

　　　　下：墓室内前壁



図版 16　第１号墓　墓室内排水溝遺構検出状況



図版 17　第３号墓　完掘状況



図版 18　第２号墓

　　　　上：不時発見時の状況 (北から )

　　　　下：不時発見時の状況 (墓室内８・９号蔵骨器 )( 北から )

８号
９号



図版 19　上：第２・４号墓　墓室内蔵骨器検出状況        

　　　　下：第２号墓　墓室内蔵骨器検出状況



図版 20　上：第２号墓　墓室内蔵骨器検出状況        

　　　　下：第４号墓　墓室内蔵骨器検出状況



図版 21　上：第２・４号墓　完掘状況        

　　　　下：第２号墓　完掘状況



図版 22　第２号墓

　　　　上：完掘状況

　　　　下：墓室内後壁左側上部に残る墓室掘削用工具の先端痕



図版 23　第４号墓

        上：４号蔵骨器検出状況

　　　　下：完掘状況



３

図版 24　第４号墓２号蔵骨器納骨状況 (下方が、蔵骨器の正面となる )

１

２

４ ５



図版 25　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器

２

６

５１
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７

８

（第17図）



図版 26　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器
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２

３

４ ６

５

（第18図）



図版 27　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器
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４

（第19図）



図版 28　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器

　　　　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器

１
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７

８

２

３

４

５

（第20図）



図版 29　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器

２ ４

６ ８
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３

７

（第21図）



図版 30　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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５

６

（第22図）



図版 31　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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５

（第23図）



図版 32　　　　　陶製有頸甕形蔵骨器
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６

（第24図）



図版 33　　　　　陶製家形蔵骨器 (矢印は、蔵骨器の正面の向きを示す )

〈蓋〉〈身〉

１

２

（第25図）



図版 34　　　　　陶製無頸甕形蔵骨器 判 (ハン )

１

２ ５

６

３

４

（第26図）



図版 35　　　　　木製品　　（１）

　　　　　　　　本土産磁器（２）

　　　　　　　　沖縄産施釉陶器（３）

２

３１

（第27図） （杭）
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伴う緊急発掘

調査報告

所収遺跡名 種　　別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

首 里 久 場 川

ハタマチュウ

古 　 墓 　 群

古 墓 群 近世・近代

掘 込 墓

（フインチャー）

（合計４基）

専用蔵骨器

木製品 (杭 )

本土産磁器

沖縄産施釉陶器

建設工事により幾分破壊を

被ってはいるが、古墓４基か

ら納骨された蔵骨器 29 基が

安置されたままの状態で検出

された。

要　約

久場川市営住宅建替工事に伴い不時発見され今回発掘調査を実施した古墓４基は、かつて当該地
に所在したハタマチュウ ( 端松尾 ) と呼称された丘陵の北東側斜面に立地していたと推測される。
古墓４基の形態は、いずれも掘込墓 ( フインチャー ) であったと考えられる。古墓に伴う石積み
や石列等は、検出されていない。古墓４基からは合計 29 基の蔵骨器が得られており、これらの蔵
骨器から全体で 42 体分となる人骨が検出されている。第１号墓では、陶製甕形蔵骨器８基が得ら
れている。その内訳は、蓋が笠形蓋５点・鉢形蓋３点で、身が陶製無頸甕形蔵骨器 ( 以下、無頸
甕形と略す ) ５基・陶製有頸甕形蔵骨器 ( 以下、有頸甕形と略す ) ３基となる。第１号墓からは、
計 12 体分の人骨が検出された。その内訳は、成人男性５体・性別不明成人２体・小児２体・幼児
２体・乳児１体である。第２号墓では、陶製甕形蔵骨器８基・陶製家形蔵骨器１基が得られた。陶
製甕形蔵骨器８基の内訳は、蓋が笠形蓋１点・鉢形蓋７点、身が無頸甕形２基・有頸甕形６基となる。
第２号墓からは、計 11 体分の人骨が検出された。その内訳は、成人男性３体・成人女性４体・小
児２体・幼児１体・乳児１体である。第３号墓では、陶製甕形蔵骨器７基が得られた。その内訳は、
蓋が笠形蓋６点・鉢形蓋１点、身が無頸甕形６基・有頸甕形１基となる。第３号墓からは、計 13
体分の人骨が検出された。その内訳は、成人男性４体・成人女性３体・性別不明成人１体・小児～
若年１体・小児２体・幼児～小児１体・胎児１体である。第４号墓では、陶製甕形蔵骨器５基が得
られた。蔵骨器２基は、ともに蓋がなく、身が著しく損壊していた。鉢形蓋が３点得られており、
身５基はいずれも有頸甕形となる。第４号墓からは、計６体分の人骨が検出された。その内訳は、
成人男性１体・成人女性２体・幼児３体である。
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